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東京急行電鉄株式会社           

 

当社は、環境への取り組みの一環として、６月１日（土）から９月３０日（月）まで、東急線各線の新型車

両を、日中１０～１６時の空調設定温度を２７度に変更した「クールビズトレイン」として運行します。 

この取り組みは、環境省と連携した地球温暖化防止に向けた施策の一環で、２００９年度から継続的

に実施しているものです（２０１１年度は東日本大震災の影響により未実施）。空調設定温度を変更する

車両には、車体側面にステッカーを掲出します。 

２０１２年度の本取り組みでは、お客さまのご協力により約２３８ｔのＣＯ２を削減することができました。

東急線では今後も、さまざまな視点で地球温暖化防止施策に取り組みます。 

 

記 

 

１．運行期間     ２０１３年６月１日（土）～９月３０日（月） 

 

２．実施時間帯   １０時～１６時 

 

３．対象車両     東急線各線の新型車両 ５０００系・６０００系・７０００系 

（新型車両は、２００２年以降に導入した車両で、各機器の集約による車体軽量化

により、従来の車両に比べて使用電力を約４０％削減した環境配慮型車両。今年

度の更新により、東急線に所属する全車両の約５３％が環境配慮型車両になる

予定。） 

 

４．空調設定温度  ２７度 ※実施時間帯以外は、通常どおり２６度の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型車両（左から、５０００系・６０００系・７０００系）    車体側面に掲出するステッカー 

 

以  上 

６月１日（土）から９月３０日（月）まで、 

クールビズトレインを運行します 


